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高瀬神社 検索

結びの杜の神前式

一日一組のプライベート空間
◇◇  新参集殿  ◇◇

すべては一組の新たな夫婦の幸福のために

日常の喧噪を隔てる境内で、参進の儀にはじまり
社殿に響き渡る雅楽の調べのなか、厳かな神前式が叶う
大国様の「結び」の御神徳により、両家の絆も強く結ばれる

只今ご予約受付中
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
の
御
代
初
め
て
の
お
正
月
を

迎
え
、
皇
室
の
弥
栄
、
国
家
の
隆
昌
、

氏
子
崇
敬
者
各
位
の
ご
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

　
昨
年
は
御
大
礼
の
諸
行
事
が
厳
粛

裡
に
斎
行
さ
れ
、
全
て
の
行
事
が
め
で

た
く
執
り
納
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

政
府
や
国
民
が
主
催
す
る
奉
祝
大
会

も
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
日
本
国
中
が

高
揚
感
に
包
ま
れ
た
お
祝
い
の
年
で

し
た
。

　
当
神
社
で
も
「
践
祚
改
元
奉
告
祭
」

や
「
即
位
礼
当
日
祭
」、「
大
嘗
祭
当

日
祭
」
を
斎
行
し
、
奉
祝
の
誠
を
捧

げ
ま
し
た
。
ま
た
、
御
神
前
に
「
奉

祝
御
記
帳
所
」
を
設
け
て
多
く
の
参

拝
者
の
祝
意
を
受
け
付
け
、
神
社
と

氏
子
崇
敬
者
が
一
体
と
な
っ
て
お
祝

い
し
ま
し
た
。

　
　
　

　
こ
の
よ
う
に
国
民
挙
げ
て
の
奉
祝

年
だ
っ
た
反
面
、
大
き
な
災
害
が
頻

発
す
る
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
平
成

の
御
代
、
上
皇
陛
下
は
災
害
が
起
こ
る

度
に
被
災
地
を
御
訪
問
さ
れ
、
被
災

者
に
寄
り
添
い
、
御
見
舞
い
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
御
姿
、
御
心
を
今
上
陛
下
も

引
き
継
が
れ
、「
即
位
礼
正
殿
の
儀
」

に
お
い
て
、「
国
民
の
幸
せ
と
世
界
の

平
和
を
常
に
願
い
、
国
民
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
憲
法
に
の
っ
と
り
、
日
本
国

及
び
日
本
国
民
統
合
の
象
徴
と
し
て

の
つ
と
め
を
果
た
す
こ
と
を
誓
い
ま

す
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
国
家
国

民
の
安
寧
を
只
管
祈
ら
れ
て
い
る
御

姿
は
、
誠
に
貴
く
、
有
難
い
こ
と
で
あ

り
、
私
た
ち
は
陛
下
の
御
心
に
感
謝

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　

　
昨
年
暮
れ
に
日
本
漢
字
能
力
検
定

協
会
に
よ
る
『
今
年
の
漢
字
』
に
「
令
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
新
元
号
『
令
和
』

制
定
が
主
な
理
由
で
あ
り
、
そ
の
意

味
は
「
美
し
く
心
寄
せ
あ
う
中
で
文

化
が
生
ま
れ
育
つ
」と
い
う
こ
と
で
す
。

令
和
二
年
と
な
る
今
年
は
、
令
和
の

精
神
が
世
の
中
に
行
き
届
き
、
和
や

か
な
年
と
な
り
、
災
害
や
事
件
・
事
故

な
ど
無
く
、
天
皇
陛
下
の
御
心
を
煩

わ
す
こ
と
が
な
い
世
の
中
に
な
る
よ

う
祈
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
国
民
は

協
心
努
力
し
、
よ
り
良
い
国
づ
く
り

に
励
む
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　

　
令
和
二
年
は
庚
子
（
か
の
え
ね
）
の

年
で
、
い
わ
ゆ
る
「
ね
ず
み
年
」
で
す
。

ね
ず
み
は
御
祭
神
「
大
国
主
大
神
」

と
関
わ
り
の
深
い
動
物
で
す
。『
古
事

記
』
の
中
に
、
須
佐
之
男
命
か
ら
試
練

を
与
え
ら
れ
た
大
国
主
大
神
が
、
生

命
の
危
機
に
瀕
し
た
と
き
、
ね
ず
み

が
現
れ
、
大
国
主
大
神
を
助
け
た
と

い
う
お
話
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ね
ず

み
は
災
害
な
ど
を
予
知
し
、
災
い
を
避

け
る
と
も
、
子
孫
繁
栄
の
象
徴
と
も

言
わ
れ
て
お
り
、
神
様
に
も
人
間
に

も
近
い
動
物
で
す
。
　

　
令
和
最
初
の
お
正
月
が
十
二
支
最

初
の
干
支
「
ね
ず
み
」
で
始
ま
る
の
も

縁
起
の
良
い
こ
と
で
あ
り
、
更
に
御
祭

神
の
神
使
が
「
ね
ず
み
」
と
な
る
と
、

益
々
の
御
神
徳
を
い
た
だ
け
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
庚
子
」
の
年
は
原
則
と
し
て
「
閏
年
」

に
な
り
、一
年
三
六
六
日
と
な
り
ま
す
。

一
日
得
を
す
る
年
な
の
で
、
吉
日
が
一

日
で
も
多
い
年
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
四
年
に
一
度
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
日
本

国
内
で
開
催
さ
れ
る
年
で
も
あ
り
、

賑
や
か
で
活
気
あ
ふ
れ
る
年
に
な
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
。
令
和
二
年
は
、
我
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大国さまの宝願小槌

《
ご
案
内
》

　
福
の
神
で
あ
る
大
国
主
大
神
は
右
手
に
「
打

出
の
小
槌
」
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
小

槌
を
振
る
と
、
大
国
主
大
神
の
御
神
徳
（
お
ち

か
ら
）
に
よ
っ
て
、
願
い
が
叶
え
ら
れ
、「
宝
」

も
ザ
ク
ザ
ク
出
て
く
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
よ
り
初
詣
（
三
が
日
限
定
）
に
ご
祈
祷

を
お
受
け
に
な
る
方
に
『
大
国
さ
ま
の
宝
願
小

槌
』
と
命
名
さ
れ
た
小
槌
を
振
り
、
願
い
事
の

成
就
と
、
お
宝
（
お
ち
か
ら
）
を
授
け
て
い
た

だ
け
る
よ
う
祈
念
す
る
神
事
「
小
槌
の
儀
」
を

執
り
行
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
広
大
無
辺
な
る
大
国

主
大
神
の
御
神
徳
を
お
受
け
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
尚
、
四
日
か
ら
は
「
神
鈴
」
に
よ
る
「
鈴
振

り
の
儀
」
と
な
り
ま
す
。

が
国
に
多
く
の
実
り
を
も
た
ら
す
年

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
国
づ
く
り
を
さ
れ
た
大
国

主
大
神
の
御
加
護
を
い
た
だ
い
て
、
清

ら
か
で
美
し
い
国
土
が
保
た
れ
る
よ

う
に
、
更
に
は
日
本
の
伝
統
・
文
化
の

素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、

ご
奉
仕
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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た
大
国
主
大
神
が
、
生

命
の
危
機
に
瀕
し
た
と
き
、
ね
ず
み

が
現
れ
、
大
国
主
大
神
を
助
け
た
と

い
う
お
話
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ね
ず

み
は
災
害
な
ど
を
予
知
し
、
災
い
を
避

け
る
と
も
、
子
孫
繁
栄
の
象
徴
と
も

言
わ
れ
て
お
り
、
神
様
に
も
人
間
に

も
近
い
動
物
で
す
。
　

　
令
和
最
初
の
お
正
月
が
十
二
支
最

初
の
干
支
「
ね
ず
み
」
で
始
ま
る
の
も

縁
起
の
良
い
こ
と
で
あ
り
、
更
に
御
祭

神
の
神
使
が
「
ね
ず
み
」
と
な
る
と
、

益
々
の
御
神
徳
を
い
た
だ
け
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
庚
子
」
の
年
は
原
則
と
し
て
「
閏
年
」

に
な
り
、一
年
三
六
六
日
と
な
り
ま
す
。

一
日
得
を
す
る
年
な
の
で
、
吉
日
が
一

日
で
も
多
い
年
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
四
年
に
一
度
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
日
本

国
内
で
開
催
さ
れ
る
年
で
も
あ
り
、

賑
や
か
で
活
気
あ
ふ
れ
る
年
に
な
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
。
令
和
二
年
は
、
我

 

令
和
の
御
代
初
め
て
の
お
正
月

宮

　司  

藤
井
秀
嗣

　
雄
神
神
社
は
、
髙
瀬
神
社
藤
井

秀
弘
名
誉
宮
司
の
本
務
神
社
で
、

本
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
発
起
人
の

雄
神
神
社
　

有
澤
敬
一
責
任
役
員
、

髙
瀬
神
社
　

西
田
明
男
責
任
役
員
、

富
山
県
神
社
庁
　

松
本
正
昭
庁
長
、

並
び
に
両
神
社
総
代
責
任
役
員
の

皆
様
に
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
。

　
今
般
の
長
老
を
祝
う
会
は
、
富

山
市
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
に
て
行
わ
れ
、
神
社
本
庁
　

田
中
恆
清
総
長
、
神
宮
　

小
松
揮
世

久
大
宮
司
よ
り
来
賓
の
ご
祝
辞
を

賜
り
、
お
祝
い
の
調
べ
で
は
、
氏

子
の
有
澤
智
恵
子
さ
ん
に
よ
る
ピ

ア
ノ
演
奏
、
ま
た
清
興
と
し
て
、

民
謡
研
究
同
志
会
（
亀
ケ
谷
治
夫

会
長
）
の
皆
様
が
、
地
元
富
山
の

民
謡
を
中
心
に
披
露
さ
れ
、
祝
宴

に
華
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
雄
神
神
社
は
、
髙
瀬
神
社
藤
井

秀
弘
名
誉
宮
司
の
本
務
神
社
で
、

本
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
発
起
人
の

雄
神
神
社
　

有
澤
敬
一
責
任
役
員
、

髙
瀬
神
社
　

西
田
明
男
責
任
役
員
、

富
山
県
神
社
庁
　

松
本
正
昭
庁
長
、

並
び
に
両
神
社
総
代
責
任
役
員
の

皆
様
に
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
。

　
今
般
の
長
老
を
祝
う
会
は
、
富

山
市
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
に
て
行
わ
れ
、
神
社
本
庁
　

田
中
恆
清
総
長
、
神
宮
　

小
松
揮
世

久
大
宮
司
よ
り
来
賓
の
ご
祝
辞
を

賜
り
、
お
祝
い
の
調
べ
で
は
、
氏

子
の
有
澤
智
恵
子
さ
ん
に
よ
る
ピ

ア
ノ
演
奏
、
ま
た
清
興
と
し
て
、

民
謡
研
究
同
志
会
（
亀
ケ
谷
治
夫

会
長
）
の
皆
様
が
、
地
元
富
山
の

民
謡
を
中
心
に
披
露
さ
れ
、
祝
宴

に
華
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　去
る
十
月
十
日
、「
雄
神
神

社 

藤
井
秀
弘
宮
司 

神
社
本
庁

長
老
を
祝
う
会
」
が
開
催
さ

れ
、
県
内
外
よ
り
約
百
五
十
名

が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　去
る
十
月
十
日
、「
雄
神
神

社 

藤
井
秀
弘
宮
司 

神
社
本
庁

長
老
を
祝
う
会
」
が
開
催
さ

れ
、
県
内
外
よ
り
約
百
五
十
名

が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

名
誉
宮
司 

藤

井

秀

弘

宮

　司

　藤

井

秀

嗣

禰

　宜

　藤

井

典

弘

　
　
　
　長
谷
川
宏
幸

権
禰
宜

　岩

田

智

典

　
　
　
　魚

岸

一

弥

巫

　女

　中
橋
ゆ
き
な

　
　
　
　木

下

咲

夢

　
　
　
　山

田

瑠

菜

参
集
殿

支
配
人

　中

井

直

美

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

プ
ラ
ン
ナ
ー

　平

野

加

奈

　
　
　
　辻

　百

華

嘱

　託

　上

口

友

子

令
和
二
︵
庚
子
︶
年

皇
紀
二
六
八
〇
年

謹
賀
新
年

雄
神
神
社 

藤
井
秀
弘
宮
司 

神
社
本
庁
長
老
を
祝
う
会

髙
瀬
神
社
名
誉
宮
司

大国さまの宝願小槌

《
ご
案
内
》

　
福
の
神
で
あ
る
大
国
主
大
神
は
右
手
に
「
打

出
の
小
槌
」
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
小

槌
を
振
る
と
、
大
国
主
大
神
の
御
神
徳
（
お
ち

か
ら
）
に
よ
っ
て
、
願
い
が
叶
え
ら
れ
、「
宝
」

も
ザ
ク
ザ
ク
出
て
く
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
よ
り
初
詣
（
三
が
日
限
定
）
に
ご
祈
祷

を
お
受
け
に
な
る
方
に
『
大
国
さ
ま
の
宝
願
小

槌
』
と
命
名
さ
れ
た
小
槌
を
振
り
、
願
い
事
の

成
就
と
、
お
宝
（
お
ち
か
ら
）
を
授
け
て
い
た

だ
け
る
よ
う
祈
念
す
る
神
事
「
小
槌
の
儀
」
を

執
り
行
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
広
大
無
辺
な
る
大
国

主
大
神
の
御
神
徳
を
お
受
け
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
尚
、
四
日
か
ら
は
「
神
鈴
」
に
よ
る
「
鈴
振

り
の
儀
」
と
な
り
ま
す
。

が
国
に
多
く
の
実
り
を
も
た
ら
す
年

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
国
づ
く
り
を
さ
れ
た
大
国

主
大
神
の
御
加
護
を
い
た
だ
い
て
、
清

ら
か
で
美
し
い
国
土
が
保
た
れ
る
よ

う
に
、
更
に
は
日
本
の
伝
統
・
文
化
の

素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、

ご
奉
仕
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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祭
典
で
は
、
宮
司
の
祝
詞
奏
上
に

続
き
、
巫
女
に
よ
る
神
前
神
楽
「
浦

安
の
舞
」
の
奉
奏
、
ま
た
南
砺
市
の

女
声
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
ソ
ッ

ト
・
ヴ
ォ
ー
チ
ェ
」
の
皆
様
に
は

「
越
中
一
宮
髙
瀬
神
社
奉
讃
歌
」
を

奉
唱
い
た
だ
き
ま
し
た
。
祭
典
後
、

楽
太
鼓
修
繕
に
ご
尽
力
賜
り
ま
し
た

大
和
秀
夫
氏
（
氏
子
雅
楽
団
体 

鳳

鳴
ク
ラ
ブ
会
長
）
に
感
謝
状
と
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

例
祭
（
大
祭
）

祭  

事  

暦
 

「
い
ろ
は
歌
」
（
作
・
未
詳
）

色
は
匂
え
ど
　
散
り
ぬ
る
を

我
が
世
誰
ぞ
　
常
な
ら
む

有
為
の
奥
山
　
今
日
越
え
て

あ
さ
き
夢
み
じ
　
ゑ
ひ
も
せ
ず

 

「
城

　山
」
（
作
・
西 

道
仙
）

孤
軍
奮
闘
　
囲
み
を
破
っ
て
還
る 

一
百
の
里
程
　
塁
壁
の
間

吾
が
剣
は
已
に
摧
れ

吾
が
馬
は
斃
る 

秋
風

骨
を
埋
む
故
郷
の
山

《
令
和
二
年
》

祭

事

暦

◎
毎
月
一
日
・
十
三
日
　
月
次
祭

◎
毎
月
十
三
日
　
交
通
安
全
祈
願
祭

 

一 

月 

一
日

 

一 

月 

三
日

 

一 

月 

七
日

 

一 

月 

二
十
五
日

 

二 

月 

三
日

 

二 

月 

十
一
日

 

二 

月 

十
七
日

 

二 

月 

二
十
三
日

 

三 

月 

八
日

 

三 

月 

二
十
日

 

四 

月 

三
日

 

四 

月 

十
日

 

四 

月 

二
十
九
日 

 

六 

月 

十
日

 

六 

月 

十
九
日

 

六 

月 

三
十
日

　
　
　仝

 

七 

月 

七
日

 

七 

月 

二
十
一
日

 

七 

月 

二
十
五
日

 

八 

月 

十
六
日

 

九 

月 

十
三
日

 

九 

月 

二
十
二
日

 

十 

月 

四
日

 

十 

月 

十
七
日

十
一
月 

三
日

十
一
月 

十
三
日

十
一
月 

十
五
日

十
一
月 

二
十
三
日

十
二
月 

三
十
一
日

　
　
　仝

歳

旦

祭

元

始

祭

昭
和
天
皇
祭
遙
拝

天

神

祭

節

分

祭

紀

元

節

祭

祈

年

祭

天

長

節

祭

鎮

火

祭

春
季
皇
霊
祭
遙
拝

神
武
天
皇
祭
遙
拝

春

季

祭

昭

和

祭

祈

年

穀

祭

風

宮

例

祭

稲

荷

社

例

祭

夏

越

大

祓

七

夕

祭

除

熱

祭

人
形

感

謝

祭

中

禮

祭

例

祭

秋
季
皇
霊
祭
遙
拝

村

ま

つ

り

神
嘗
奉
祝
祭
遙
拝

明

治

節

祭

神

明

宮

例

祭

七
五
三

祝

祭

新

嘗

祭

師

走

大

祓

除

夜

祭

　
九
月
十
五
日
午
後
五

時
、
月
を
愛
で
収
穫
に
感

謝
す
る
観
月
祭
を
斎
行
し

ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
出
雲
地
方

に
伝
わ
る
国
重
要
無
形
文

化
財
「
大
土
地
神
楽
」

（
演
目
は「
悪
切
」「
茅
の

輪
」）が
一
時
間
三
十
分
に

わ
た
っ
て
奉
納
さ
れ
、
参

列
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
土
地
神
楽
の
奉

納
は
今
回
で
四
度
目
を
数

え
、
平
成
二
十
五
年
よ
り

隔
年
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

〜
大
土
地
神
楽
奉
納
〜

杜
の
に
ぎ
わ
い
剣
道
大
会

　「
第
五
十
七
回 

奉
納
剣
道
大
会
」
が
九
月
十
六
日
（
敬
老
の
日
）
に
開
催
さ

れ
、
南
砺
市
・
砺
波
市
・
小
矢
部
市
の
小
中
学
生
及
び
高
校
生
約
二
〇
〇
名

が
、
日
頃
の
鍛
錬
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
よ
う
と
試
合
に
望
み
ま
し
た
。

　
本
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
第
五
十
三
回
大
会
以
来
の
「
野
試
合
」
の
形

式
で
進
行
、
団
体
戦
、
個
人
戦
と
も
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
試
合
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

《
団
体
の
部
》

▽
小
学
生
男
・
女

　①
井
波
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　②
砺
波
市
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

▽
中
学
生
男
子

　①
庄
西
中
学
校

　②
井
波
中
学
校

　③
庄
川
中
学
校

▽
中
学
生
女
子

　①
庄
川
中
学
校

　②
庄
西
中
学
校

《
個
人
の
部
》

▽
小
学
生
男
子

　①
辻
村
　陽
音
（
井
波
）

　②
遠
藤
　庚
伸
（
井
波
）

　③
玉
井
　健
慎
（
庄
川
）

　
　髙
橋
　凛
成
（
井
波
）

▽
小
学
生
女
子

　①
遠
藤
　沙
希
（
井
波
）

　②
太
田
わ
か
ば
（
庄
川
）

　③
大
谷
日
葉
里
（
井
波
）

　
　野
村
　晴
花
（
井
波
）

▽
中
学
生
男
子

　①
𠮷
澤
　僚
大
（
庄
西
）

　②
辻
村
　侑
音
（
井
波
）

　③
足
原
　多
貴
（
庄
川
）

　
　坂
口
　立
志
（
福
野
）

▽
中
学
生
女
子

　①
板
戸
美
乃
里
（
庄
川
）

　②
石
黒
　心
寧
（
庄
川
）

　③
西
村
　優
衣
（
福
野
）

　
　髙
橋
　奏
乃
（
井
波
）

▽
高
校
生
男
子

　①
吉
田
賢
次
郎
（
南
砺
福
野
）

　②
白
石
　悠
貴
（
砺
波
）

　③
松
川
　省
吾
（
南
砺
福
野
）

　
　篠
原
　一
星
（
南
砺
福
野
）

▽
高
校
生
女
子

　①
五
十
嵐
理
歩
（
砺
波
）

　②
齊
藤
　未
來
（
砺
波
）

　③
大
橋
　美
和
（
南
砺
福
野
）

　
　須
田
夢
里
彩
（
南
砺
福
野
）

観 

月 

祭

【
篤
志
奉
納
者
】

　
　
大
和
　
秀
夫 

殿

　

奉
納
吟
詠
詩
文

　
功
霊
殿
に
お
い
て
は
、
本

殿
の
参
列
者
と
ご
遺
族
あ
わ

せ
て
百
二
十
名
が
参
列
し
、

例
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
「
井
波
松
風
会
」
に
よ

る
「
い
ろ
は
歌
（
作
・
未
詳
）」、

「
城
山
（
作
・
西
道
仙
）」
の
吟
詠

も
奉
納
さ
れ
、
参
列
者
一
同
、
英
霊

に
感
謝
の
誠
心
を
捧
げ
ま
し
た
。

修繕いただいた楽太鼓

　九
月
十
三
日
午
前
十
時
、
例
祭

を
斎
行
し
ま
し
た
。

　九
月
十
三
日
午
前
十
時
、
例
祭

を
斎
行
し
ま
し
た
。

お
お 

ど  

ち  

か
ぐ
ら
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司
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、
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に
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前
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安
の
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、
ま
た
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砺
市
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声
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ラ
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「
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・
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チ
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の
皆
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に
は

「
越
中
一
宮
髙
瀬
神
社
奉
讃
歌
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を

奉
唱
い
た
だ
き
ま
し
た
。
祭
典
後
、

楽
太
鼓
修
繕
に
ご
尽
力
賜
り
ま
し
た

大
和
秀
夫
氏
（
氏
子
雅
楽
団
体 

鳳

鳴
ク
ラ
ブ
会
長
）
に
感
謝
状
と
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

例
祭
（
大
祭
）

祭  

事  

暦

 

「
い
ろ
は
歌
」
（
作
・
未
詳
）

色
は
匂
え
ど
　
散
り
ぬ
る
を

我
が
世
誰
ぞ
　
常
な
ら
む

有
為
の
奥
山
　
今
日
越
え
て

あ
さ
き
夢
み
じ
　
ゑ
ひ
も
せ
ず

 

「
城

　山
」
（
作
・
西 

道
仙
）

孤
軍
奮
闘
　
囲
み
を
破
っ
て
還
る 

一
百
の
里
程
　
塁
壁
の
間

吾
が
剣
は
已
に
摧
れ

吾
が
馬
は
斃
る 

秋
風

骨
を
埋
む
故
郷
の
山

《
令
和
二
年
》

祭

事

暦

◎
毎
月
一
日
・
十
三
日
　
月
次
祭

◎
毎
月
十
三
日
　
交
通
安
全
祈
願
祭

 

一 

月 

一
日

 

一 

月 

三
日

 

一 

月 

七
日

 

一 

月 

二
十
五
日

 

二 

月 

三
日

 

二 

月 

十
一
日

 

二 

月 

十
七
日

 

二 

月 

二
十
三
日

 

三 

月 

八
日

 

三 

月 

二
十
日

 

四 

月 

三
日

 

四 

月 

十
日

 

四 

月 

二
十
九
日 

 

六 

月 

十
日

 

六 

月 

十
九
日

 

六 

月 

三
十
日

　
　
　仝

 

七 

月 

七
日

 

七 

月 

二
十
一
日

 

七 

月 

二
十
五
日

 

八 

月 

十
六
日

 

九 

月 

十
三
日

 

九 

月 

二
十
二
日

 

十 

月 

四
日

 

十 

月 

十
七
日

十
一
月 

三
日

十
一
月 

十
三
日

十
一
月 

十
五
日

十
一
月 

二
十
三
日

十
二
月 

三
十
一
日

　
　
　仝

歳

旦

祭

元

始

祭

昭
和
天
皇
祭
遙
拝

天

神

祭

節

分

祭

紀

元

節

祭

祈

年

祭

天

長

節

祭

鎮

火

祭

春
季
皇
霊
祭
遙
拝

神
武
天
皇
祭
遙
拝

春

季

祭

昭

和

祭

祈

年

穀

祭

風

宮

例

祭

稲

荷

社

例

祭

夏

越

大

祓

七

夕

祭

除

熱

祭

人
形

感

謝

祭

中

禮

祭

例

祭

秋
季
皇
霊
祭
遙
拝

村

ま

つ

り

神
嘗
奉
祝
祭
遙
拝

明

治

節

祭

神

明

宮

例

祭

七
五
三

祝

祭

新

嘗

祭

師

走

大

祓

除

夜

祭

　
九
月
十
五
日
午
後
五

時
、
月
を
愛
で
収
穫
に
感

謝
す
る
観
月
祭
を
斎
行
し

ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
出
雲
地
方

に
伝
わ
る
国
重
要
無
形
文

化
財
「
大
土
地
神
楽
」

（
演
目
は「
悪
切
」「
茅
の

輪
」）が
一
時
間
三
十
分
に

わ
た
っ
て
奉
納
さ
れ
、
参

列
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
土
地
神
楽
の
奉

納
は
今
回
で
四
度
目
を
数

え
、
平
成
二
十
五
年
よ
り

隔
年
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

〜
大
土
地
神
楽
奉
納
〜

杜
の
に
ぎ
わ
い
剣
道
大
会

　「
第
五
十
七
回 

奉
納
剣
道
大
会
」
が
九
月
十
六
日
（
敬
老
の
日
）
に
開
催
さ

れ
、
南
砺
市
・
砺
波
市
・
小
矢
部
市
の
小
中
学
生
及
び
高
校
生
約
二
〇
〇
名

が
、
日
頃
の
鍛
錬
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
よ
う
と
試
合
に
望
み
ま
し
た
。

　
本
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
第
五
十
三
回
大
会
以
来
の
「
野
試
合
」
の
形

式
で
進
行
、
団
体
戦
、
個
人
戦
と
も
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
試
合
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

《
団
体
の
部
》

▽
小
学
生
男
・
女

　①
井
波
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　②
砺
波
市
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

▽
中
学
生
男
子

　①
庄
西
中
学
校

　②
井
波
中
学
校

　③
庄
川
中
学
校

▽
中
学
生
女
子

　①
庄
川
中
学
校

　②
庄
西
中
学
校

《
個
人
の
部
》

▽
小
学
生
男
子

　①
辻
村
　陽
音
（
井
波
）

　②
遠
藤
　庚
伸
（
井
波
）

　③
玉
井
　健
慎
（
庄
川
）

　
　髙
橋
　凛
成
（
井
波
）

▽
小
学
生
女
子

　①
遠
藤
　沙
希
（
井
波
）

　②
太
田
わ
か
ば
（
庄
川
）

　③
大
谷
日
葉
里
（
井
波
）

　
　野
村
　晴
花
（
井
波
）

▽
中
学
生
男
子

　①
𠮷
澤
　僚
大
（
庄
西
）

　②
辻
村
　侑
音
（
井
波
）

　③
足
原
　多
貴
（
庄
川
）

　
　坂
口
　立
志
（
福
野
）

▽
中
学
生
女
子

　①
板
戸
美
乃
里
（
庄
川
）

　②
石
黒
　心
寧
（
庄
川
）

　③
西
村
　優
衣
（
福
野
）

　
　髙
橋
　奏
乃
（
井
波
）

▽
高
校
生
男
子

　①
吉
田
賢
次
郎
（
南
砺
福
野
）

　②
白
石
　悠
貴
（
砺
波
）

　③
松
川
　省
吾
（
南
砺
福
野
）

　
　篠
原
　一
星
（
南
砺
福
野
）

▽
高
校
生
女
子

　①
五
十
嵐
理
歩
（
砺
波
）

　②
齊
藤
　未
來
（
砺
波
）

　③
大
橋
　美
和
（
南
砺
福
野
）

　
　須
田
夢
里
彩
（
南
砺
福
野
）

観 

月 

祭

【
篤
志
奉
納
者
】

　
　
大
和
　
秀
夫 

殿

　

奉
納
吟
詠
詩
文

　
功
霊
殿
に
お
い
て
は
、
本

殿
の
参
列
者
と
ご
遺
族
あ
わ

せ
て
百
二
十
名
が
参
列
し
、

例
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
「
井
波
松
風
会
」
に
よ

る
「
い
ろ
は
歌
（
作
・
未
詳
）」、

「
城
山
（
作
・
西
道
仙
）」
の
吟
詠

も
奉
納
さ
れ
、
参
列
者
一
同
、
英
霊

に
感
謝
の
誠
心
を
捧
げ
ま
し
た
。

修繕いただいた楽太鼓

　九
月
十
三
日
午
前
十
時
、
例
祭

を
斎
行
し
ま
し
た
。

　九
月
十
三
日
午
前
十
時
、
例
祭

を
斎
行
し
ま
し
た
。

お
お 

ど  
ち  
か
ぐ
ら
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献
穀
田
だ
よ
り

 

抜
穂
祭

 

初
穂
曳
奉
仕

　
十
月
十
五
日
、
伊
勢
の
神
宮
で
斎
行
さ
れ

る
神
嘗
祭
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
「
初
穂
曳
」

に
、
奉
耕
者
の
寺
西
雅
典
氏
、
ご
家
族
の
寺

西
孝
志
・
奈
津
美
ご
夫
妻
・
岩
﨑
修
井
波
地

域
農
業
者
会
々
長
が
奉
仕
し
、
全
国
の
崇
敬

者
と
共
に
神
都
伊
勢
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　
夜
間
に
は
豊
受
大
神
宮
（
外
宮
）
に
お
い
て

斎
行
さ
れ
た
「
神
嘗
祭
由
貴
夕
大
御
饌
祭
」
を

奉
拝
し
ま
し
た
。

早
乙
女
奉
仕
者

　
齊
藤
　
深
秋
さ
ん
（
中
学
生
）

　
齊
藤
　
柊
香
さ
ん
（
中
学
生
）

　
大
谷
　
愛
梨
さ
ん
（
中
学
生
）

　
西
野
名
津
子
さ
ん
（
中
学
生
）

　
中
島
み
ち
る
さ
ん
（
中
学
生
）

　
十
月
二
十
二

日
、
皇
居
に
お

い
て
「
即
位
礼

正
殿
の
儀
」
が

執
り
行
わ
れ
、

天
皇
陛
下
が
広

く
内
外
に
御
即

位
を
宣
明
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
神
社
で

も
、
こ
の
佳
節

を
奉
祝
し
、
同

日
午
前
八
時
、

「
即
位
礼
当
日
祭
」
を
斎
行
。
責
任

役
員
・
相
談
役
・
高
瀬
区
長
・
各
町

内
会
長
参
列
の
も
と
、
令
和
の
御
代

の
弥
栄
を

祈
念
し
ま

し
た
。
ま

た
、
境
内

に
奉
祝
記

帳
所
を
設

け
、
ご
参

拝
の
皆
様

の
祝
賀
も

奉
り
ま
し

た
。

　
十
一
月
十
四
日
よ
り
十
五
日
に
か

け
て
宮
中
に
て
斎
行
さ
れ
る
大
嘗
祭

に
先
立
ち
、
当
神
社
に
お
い
て
も
十

一
月
十
二
日
に
臨
時
大
祓
を
厳
修
し

ま
し
た
。

　
大
嘗
祭

は
、
天
皇

陛
下
御
即

位
後
は
じ

め
て
斎
行

さ
れ
る
新

嘗
祭
の
こ

と
で
、
御

即
位
に
関

す
る
重
要

祭
祀
の
一

つ
に
あ
た

り
ま
す
。

即
位
礼
当
日
祭

臨
時
大
祓

　
十
一
月
十
四
日
午
前
十
時
、
大
嘗

祭
当
日
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
大
嘗
祭
斎
行
に
あ
わ
せ

て
こ
の
日
に
斎
行
し
、
大
嘗
祭
の
奉
告

と
、
収
穫
さ
れ
た
新
穀
を
神
前
に
お

供
え
し
て
、
神
恵
に
感
謝
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
氏
子
崇
敬
者
・
農
業
関

係
者
約
七
十
名
が
参
列
し
、
献
穀
田

（
南
砺
市
高
瀬
）
で
収
穫
さ
れ
た
玄

米
を
奉
耕
者
　
寺
西
雅
典
氏
、
白
米

を
井
波
地
域
農
業
者
会
　
岩
﨑
修
会

長
、
白
酒
を
水
野
敬
一
副
会
長
が
神

前
に
奉
納
し
、
五
穀
豊
穣
に
感
謝
し

ま
し
た
。

　
本
年
は
、
な
ん
と
農
業
協
同
組
合 

上
田
憲
仁
代
表
理
事
組
合
長
に
、参
向

使
と
し
て
ご

奉
仕
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
祭
典
終
了

後
、
奉
耕
者

の
寺
西
氏
、

ま
た
毎
年
初

詣
行
事
用
資

材
を
ご
奉
納

い
た
だ
い
て

い
る
香
川
俊

光
氏
に
宮
司

よ
り
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、

参
向
使
よ
り
、農
業
発
展
に
寄
与
さ
れ

た
篤
農
家
の
方
々
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

【
献
穀
田
奉
耕
者
】

　
寺
西
　
雅
典 

殿（
南
砺
市
高
瀬
）

【
篤
農
家
表
彰
】

　
天
池
　
善
三 

殿（
南
砺
市
殿
）

　
高
桑
　
善
信 

殿（
南
砺
市
大
鋸
屋
）

【
篤
志
奉
納
者
】

　
香
川
　
俊
光 

殿（
南
砺
市
年
代
）

ゆ
き
の
ゆ
う
べ
の
お
お
み
け
さ
い

大
嘗
祭
当
日
祭

　
　
　（
新
嘗
祭
）

　
九
月
十
五
日
午
後
二
時
、
井
波
地

域
農
業
者
会
（
岩
﨑
修
会
長
）
主
催

に
よ
る
抜
穂
祭
が
、
献
穀
田
奉
耕
者

寺
西
雅
典
氏
の

斎
田
（
南
砺
市

高
瀬
）に
て
、
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。

　
祭
典
で
は
、

宮
司
祝
詞
奏
上

に
続
き
、
早
乙

女
五
名
が
黄
金

色
に
実
っ
た
コ

シ
ヒ
カ
リ
を
丁

寧
に
刈
り
取
り

ま
し
た
。

　
収
穫
さ
れ
た

稲
穂
は
、
当
神

社
の
大
嘗
祭
当

日
祭
で
お
供
え

さ
れ
た
ほ
か
、
十
月
十
七
日
、
伊
勢

の
神
宮
で
斎
行
さ
れ
た
神
嘗
祭
に
懸

税
と
し
て
奉
献
さ
れ
ま
し
た
。

カ
ケ

チ
カ
ラ

献穀の儀
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初
穂
曳
奉
仕

　
十
月
十
五
日
、
伊
勢
の
神
宮
で
斎
行
さ
れ

る
神
嘗
祭
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
「
初
穂
曳
」

に
、
奉
耕
者
の
寺
西
雅
典
氏
、
ご
家
族
の
寺

西
孝
志
・
奈
津
美
ご
夫
妻
・
岩
﨑
修
井
波
地

域
農
業
者
会
々
長
が
奉
仕
し
、
全
国
の
崇
敬

者
と
共
に
神
都
伊
勢
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　
夜
間
に
は
豊
受
大
神
宮
（
外
宮
）
に
お
い
て

斎
行
さ
れ
た
「
神
嘗
祭
由
貴
夕
大
御
饌
祭
」
を

奉
拝
し
ま
し
た
。

早
乙
女
奉
仕
者

　
齊
藤
　
深
秋
さ
ん
（
中
学
生
）

　
齊
藤
　
柊
香
さ
ん
（
中
学
生
）

　
大
谷
　
愛
梨
さ
ん
（
中
学
生
）

　
西
野
名
津
子
さ
ん
（
中
学
生
）

　
中
島
み
ち
る
さ
ん
（
中
学
生
）

　
十
月
二
十
二

日
、
皇
居
に
お

い
て
「
即
位
礼

正
殿
の
儀
」
が

執
り
行
わ
れ
、

天
皇
陛
下
が
広

く
内
外
に
御
即

位
を
宣
明
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
神
社
で

も
、
こ
の
佳
節

を
奉
祝
し
、
同

日
午
前
八
時
、

「
即
位
礼
当
日
祭
」
を
斎
行
。
責
任

役
員
・
相
談
役
・
高
瀬
区
長
・
各
町

内
会
長
参
列
の
も
と
、
令
和
の
御
代

の
弥
栄
を

祈
念
し
ま

し
た
。
ま

た
、
境
内

に
奉
祝
記

帳
所
を
設

け
、
ご
参

拝
の
皆
様

の
祝
賀
も

奉
り
ま
し

た
。

　
十
一
月
十
四
日
よ
り
十
五
日
に
か

け
て
宮
中
に
て
斎
行
さ
れ
る
大
嘗
祭

に
先
立
ち
、
当
神
社
に
お
い
て
も
十

一
月
十
二
日
に
臨
時
大
祓
を
厳
修
し

ま
し
た
。

　
大
嘗
祭

は
、
天
皇

陛
下
御
即

位
後
は
じ

め
て
斎
行

さ
れ
る
新

嘗
祭
の
こ

と
で
、
御

即
位
に
関

す
る
重
要

祭
祀
の
一

つ
に
あ
た

り
ま
す
。

即
位
礼
当
日
祭

臨
時
大
祓

　
十
一
月
十
四
日
午
前
十
時
、
大
嘗

祭
当
日
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
大
嘗
祭
斎
行
に
あ
わ
せ

て
こ
の
日
に
斎
行
し
、
大
嘗
祭
の
奉
告

と
、
収
穫
さ
れ
た
新
穀
を
神
前
に
お

供
え
し
て
、
神
恵
に
感
謝
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
氏
子
崇
敬
者
・
農
業
関

係
者
約
七
十
名
が
参
列
し
、
献
穀
田

（
南
砺
市
高
瀬
）
で
収
穫
さ
れ
た
玄

米
を
奉
耕
者
　
寺
西
雅
典
氏
、
白
米

を
井
波
地
域
農
業
者
会
　
岩
﨑
修
会

長
、
白
酒
を
水
野
敬
一
副
会
長
が
神

前
に
奉
納
し
、
五
穀
豊
穣
に
感
謝
し

ま
し
た
。

　
本
年
は
、
な
ん
と
農
業
協
同
組
合 

上
田
憲
仁
代
表
理
事
組
合
長
に
、参
向

使
と
し
て
ご

奉
仕
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
祭
典
終
了

後
、
奉
耕
者

の
寺
西
氏
、

ま
た
毎
年
初

詣
行
事
用
資

材
を
ご
奉
納

い
た
だ
い
て

い
る
香
川
俊

光
氏
に
宮
司

よ
り
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、

参
向
使
よ
り
、農
業
発
展
に
寄
与
さ
れ

た
篤
農
家
の
方
々
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

【
献
穀
田
奉
耕
者
】

　
寺
西
　
雅
典 

殿（
南
砺
市
高
瀬
）

【
篤
農
家
表
彰
】

　
天
池
　
善
三 

殿（
南
砺
市
殿
）

　
高
桑
　
善
信 

殿（
南
砺
市
大
鋸
屋
）

【
篤
志
奉
納
者
】

　
香
川
　
俊
光 

殿（
南
砺
市
年
代
）

ゆ
き
の
ゆ
う
べ
の
お
お
み
け
さ
い

大
嘗
祭
当
日
祭

　
　
　（
新
嘗
祭
）

　
九
月
十
五
日
午
後
二
時
、
井
波
地

域
農
業
者
会
（
岩
﨑
修
会
長
）
主
催

に
よ
る
抜
穂
祭
が
、
献
穀
田
奉
耕
者

寺
西
雅
典
氏
の

斎
田
（
南
砺
市

高
瀬
）に
て
、
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。

　
祭
典
で
は
、

宮
司
祝
詞
奏
上

に
続
き
、
早
乙

女
五
名
が
黄
金

色
に
実
っ
た
コ

シ
ヒ
カ
リ
を
丁

寧
に
刈
り
取
り

ま
し
た
。

　
収
穫
さ
れ
た

稲
穂
は
、
当
神

社
の
大
嘗
祭
当

日
祭
で
お
供
え

さ
れ
た
ほ
か
、
十
月
十
七
日
、
伊
勢

の
神
宮
で
斎
行
さ
れ
た
神
嘗
祭
に
懸

税
と
し
て
奉
献
さ
れ
ま
し
た
。

カ
ケ

チ
カ
ラ

献穀の儀
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本
年
よ
り
当
神
社
特
製
の
御

朱
印
帳
を
お
頒
ち
致
し
ま
す
。 

　
太
古
よ
り
自
然
豊
か
な
国

土
に
住
む
日
本
人
は
、
自
然

の
中
に
神
々
の
姿
を
感
じ
、
畏

敬
の
念
を
持
っ
て
接
し
て
き

ま
し
た
。
多
く
の
神
様
は
、
今

も
森
厳
な
る
神
社
の
杜
に
御

鎮
座
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
御
朱
印
帳
の
表
紙
の

茶
色
は
大
地
、
青
は
水
、
緑
は

森
、
白
は
空
を
表
し
、
我
国
の

国
土
、
ま
た
自
然
と
の
調
和

を
大
切
に
す
る
神
道
を
表
現

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
模
様
の

籠
目
紋
は
、
古
く
か
ら
魔
除

け
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　
こ
の
御
朱
印
帳
を
手
に
全

国
津
々
浦
々
の
神
社
を
巡
ら

れ
、
そ
の
地
の
神
様
を
感
じ
、

御
朱
印
を
お
受
け
下
さ
い
。

　
十
月
六
日
午
後
五
時
、
村
祭
を
斎

行
し
ま
し
た
。
恒
例
の
子
供
神
輿
の

渡
御
は
、
雨
天
に
よ
り
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
氏
子
雅
楽
団
体
「
鳳
鳴

ク
ラ
ブ
」
の
奏
楽
の
も
と
、
滞
り
な

く
祭
典
を
奉
仕
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
大
国
殿
で
直
会
が
開
催

さ
れ
、
バ
イ
オ
リ
ン
独
奏
（
藤
井
崇

教
氏
）・
琴
伝
流
大
正
琴
（
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク 

ボ
ッ
ク
ス
）・
舞
踊
（
堅
香
子

の
会
・
翔
の
会
）・
太
鼓
演
奏
（
太
鼓

友
氏
会
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
祭
り

　
十
二
月
一
日
、
南
砺
市
井
波
地
域

特
産
の
里
芋
を
使
っ
た
お
は
ぎ
を
味

わ
う
「
第
二
十
三
回 

里
芋
お
は
ぎ

茶
会
」（
担
当 

井
波
茶
道
同
好
会
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
好
評

の
こ
の
茶
会

で
は
、
薄
茶

席
と
香
煎
席

が
設
け
ら

れ
、
粘
り
気

た
っ
ぷ
り
の

お
は
ぎ
と
、

心
尽
く
し
の

一
服
を
味
わ

う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

里
芋
お
は
ぎ
茶
会

　
十
二
月
二
十
日
午
前
十
一
時
、
注
連

縄
奉
納
奉
告
祭
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
本

殿
、
一
の
鳥
居
、
二
の
鳥
居
な
ど
境

内
各
所
に
心
を
こ
め
て
奉
製
さ
れ
た

真
新
し
い
注
連
縄
が
か
か
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
注
連
縄
に
は
、
ご
奉
賛
い
た

だ
き
ま
し
た
奉
納
講
の
皆
様
の
「
願

い
ご
と
」
が
編
み
こ
ま
れ
て
お
り
、

祭
典
で
は
、
張
替
え
の
奉
告
と
社
運

隆
昌
・
商
売
繁
昌
・
家
内
安
全
等
を

祈
願
し
ま
し
た
。

注
連
縄
奉
納
奉
告
祭

令和２年 厄年・身祝一覧
〈厄年〉数え年 〈身祝〉数え年

※数え年とは、満年齢に誕生日前には２歳、誕生日後には１歳を加えた年齢です。 ※男女ともに祝います。
※＊…この年を厄とする地域もあります。

  前　厄 本　厄 後　厄 

 

男

 24歳 平成9年（丑） 25歳 平成 8年（子） 26歳 平成 7年（亥）

  41歳 昭和55年（申） 42歳 昭和54年（未） 43歳 昭和53年（午）

  60歳 昭和36年（丑） 61歳 昭和35年（子） 62歳 昭和34年（亥）

 

女

 18歳 平成15年（未） 19歳 平成14年（午） 20歳 平成13年（巳）

  32歳 　　　　（巳） 33歳 昭和63年（辰） 34歳 昭和62年（卯）

  36歳 昭和60年（丑） 37歳 昭和59年（子） 38歳 昭和58年（亥）

  年齢 生まれ年

 還暦 61歳 昭和35年（子）

 古希 70歳 昭和26年（卯）

 喜寿 77歳 昭和19年（申）

 傘寿 80歳 昭和16年（巳）

 米寿 88歳 昭和 8年（酉）

 卒寿 90歳 昭和6年（未）

 白寿 99歳 大正11年（戌）

＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊

平成元年
昭和64年

　
昨
年
末
よ
り
、
御
朱
印
帳
袋
と
栞
を
授
与
し

て
お
り
ま
す
。
袋
・
栞
と
も
、
富
山
県
南
砺
市

福
光
（
旧
福
光
町
）
で
生
産
さ
れ
て
い
た
福
光

麻
布
を
用
い
て
い
ま
す
。
昭
和
天
皇
の
儀
式
で

の
供
給
を
最
後
に
廃
絶
し
て
い
る
為
、
現
在
で

は
生
産
さ
れ
て
い
な
い
貴
重
な
麻
で
す
。

特

製

御

朱

印

帳

特

製

御

朱

印

帳

御
朱
印
帳
袋
・
栞

※
御
朱
印
帳

　
　一
、
五
〇
〇
円

　御
朱
印
帳
袋

　
　一
、
五
〇
〇
円

　栞

　
　三
〇
〇
円

　
株
式
会
社
縄
合
屋

　
有
限
会
社
石
森
石
材

　
セ
ン
ダ
ン
電
子
株
式
会
社

　
株
式
会
社
越
路
ガ
ー
デ
ン

　
株
式
会
社
島
田
木
材

　
藤
森
工
業
株
式
会
社

　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
交
通
株
式
会
社

　
と
な
み
観
光
交
通
株
式
会
社

　
日
の
出
屋
製
菓
産
業
株
式
会
社

　
有
限
会
社
新
井
瓦
店

　
有
限
会
社
さ
つ
き
堂

　
株
式
会
社
九
谷
屋

　
オ
ー
バ
ル

　
富
山
総
合
ビ
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　 
株
式
会
社

　
有
限
会
社
志
晃
建
設

　
宮
窪
電
気
商
会

　
ア
ン
ヘ
ル
ハ
ー
ト

　
株
式
会
社
み
つ
和

　
株
式
会
社
寿
屋

　
西
部
英
子
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
株
式
会
社
縄
合
屋

　
有
限
会
社
石
森
石
材

　
セ
ン
ダ
ン
電
子
株
式
会
社

　
株
式
会
社
越
路
ガ
ー
デ
ン

　
株
式
会
社
島
田
木
材

　
藤
森
工
業
株
式
会
社

　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
交
通
株
式
会
社

　
と
な
み
観
光
交
通
株
式
会
社

　
日
の
出
屋
製
菓
産
業
株
式
会
社

　
有
限
会
社
新
井
瓦
店

　
有
限
会
社
さ
つ
き
堂

　
株
式
会
社
九
谷
屋

　
オ
ー
バ
ル

　
富
山
総
合
ビ
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　 
株
式
会
社

　
有
限
会
社
志
晃
建
設

　
宮
窪
電
気
商
会

　
ア
ン
ヘ
ル
ハ
ー
ト

　
株
式
会
社
み
つ
和

　
株
式
会
社
寿
屋

　
西
部
英
子
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

し
め
な
わ
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ュ
ー
リ
ッ
プ
交
通
株
式
会
社

　
と
な
み
観
光
交
通
株
式
会
社

　
日
の
出
屋
製
菓
産
業
株
式
会
社

　
有
限
会
社
新
井
瓦
店

　
有
限
会
社
さ
つ
き
堂

　
株
式
会
社
九
谷
屋

　
オ
ー
バ
ル

　
富
山
総
合
ビ
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　 

株
式
会
社

　
有
限
会
社
志
晃
建
設

　
宮
窪
電
気
商
会

　
ア
ン
ヘ
ル
ハ
ー
ト

　
株
式
会
社
み
つ
和

　
株
式
会
社
寿
屋

　
西
部
英
子
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
株
式
会
社
縄
合
屋

　
有
限
会
社
石
森
石
材

　
セ
ン
ダ
ン
電
子
株
式
会
社

　
株
式
会
社
越
路
ガ
ー
デ
ン

　
株
式
会
社
島
田
木
材

　
藤
森
工
業
株
式
会
社

　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
交
通
株
式
会
社

　
と
な
み
観
光
交
通
株
式
会
社

　
日
の
出
屋
製
菓
産
業
株
式
会
社

　
有
限
会
社
新
井
瓦
店

　
有
限
会
社
さ
つ
き
堂

　
株
式
会
社
九
谷
屋

　
オ
ー
バ
ル

　
富
山
総
合
ビ
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　 

株
式
会
社

　
有
限
会
社
志
晃
建
設

　
宮
窪
電
気
商
会

　
ア
ン
ヘ
ル
ハ
ー
ト

　
株
式
会
社
み
つ
和

　
株
式
会
社
寿
屋

　
西
部
英
子
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

し
め
な
わ
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】

社
報
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

当
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
頂
け
ま
す
。

各
種
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

社
務
所
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　
（
〇
七
六
三
）
八
二

－

〇
九
三
二

干
支（
子
）大
絵
馬
と

大
谷
美
術
学
園
の
皆
さ
ん

　
氏
　
子

　
　
岩
倉
　
和
弘 

殿

○
「
初
穂
米
」

　
氏
　
子

　
　
岩
倉
　
　
勲 

殿

　
立
山
町
半
屋

　
　
村
木
　
謙
一 

殿

〇
「
干
柿
」

　
　
天
池
　
善
三 

殿

　
　
　
　
　
和
子 

殿

〇
「
里
芋
」

　
　
河
原
　
祥
滋 

殿

○
「
菊
花
」

　
　
橋
場
　
哲
也 

殿

　
　
松
平
　
信
一 

殿

○
「
干
支
絵
」

　
小
矢
部
市
鴨
嶋

　
　
森
川
外
茂
男 

殿

御
社
殿
屋
根
修
復
（
令
和
元
年
六
月
一
日
〜
令
和
元
年
十
一
月
三
十
日
）
敬
称
略

ご
奉
賛
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
案
内

　
同
窓
会
や
里
帰
り
に
合
わ
せ
、
同

級
生
と
の
「
厄
祓
」
を
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
ご
友
人
と
お
揃

い
で
ご
祈
祷
を
お
受
け
下
さ
い
。

期

　間
　
新
年
初
祈
祷
の
受
け
付
け
は

　
　
　
　
二
月
三
日 

節
分
ま
で

　
　
　
　
午
前
九
時
か
ら

　
　
　
　
　
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

　
　
　
　
　
の
間
に
お
越
し
下
さ
い
。

祈
祷
料
　
五
千
円
よ
り

　
　
　
　
　
　
ご
志
納
願
い
ま
す
。

同
級
生
と
厄
祓

１月8・20日
２月1・13・25日
３月8・20日
４月1・13・25日
５月7・19・31日
６月12・24日

戌の日 （安産祈願）

腹帯のお祓いも行いますので
ご持参下さい。

　
祭
典
終
了
後
に
は
福
豆
・
福
飴

を
授
与
し
ま
す
の
で
、
ご
家
族
お

揃
い
で
、
是
非
ご
参
列
下
さ
い
。

節
分
祭 

〜
豆
ま
き
〜

二
月
三
日 

午
後
三
時
斎
行

　
歯
固
め
石

　
当
神
社
で
は
、
お
食
い
初
め
の
石

「
歯
固
め
石
」を
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
社
務
所
へ
お
声
が

け
下
さ
い
。

※「
歯
固
め
の
石
」と
は

　
生
後
百
日
頃
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
が
生
え
は
じ

め
る
時
期
で
す
。
お
食
い
初
め
の
行
事
で
は
、
赤

ち
ゃ
ん
に
石
の
よ

う
に
丈
夫
な
歯
が

生
え
る
事
を
願
う

「
歯
固
め
の
儀
」

を
行
い
ま
す
。
こ

の
「
歯
固
め
の

儀
」
で
使
わ
れ
る

石
の
事
を
、
「
歯

固
め
石
」
と
言
い

ま
す
。

は
　が
た
　
　
い
し

○
「
日
章
旗
」

　
氏
　
子

　
　
大
和
彌
壽
夫 
殿

〇
「
古
代
米
」

　
富
山
市
婦
中
町

　
　
松
田
　
久
男 

殿

　
　
池
田
　
栄
蔵 

殿

○
「
干
支
（
子
）
大
絵
馬
」

　
南
砺
市
山
下

　
　
南
部
　
　
榮 

殿

　
富
山
市
古
鍛
冶
町

　
大
谷
美
術
学
園

　
　
園
長
　
大
谷
　
弓
子 

殿

　
こ
ど
も
美
術
教
室
の

　
　
　
　
受
講
生
の
皆
さ
ん

○
「
大
注
連
縄
」 

七
張

　
髙
瀬
神
社
注
連
縄
奉
納
講
員

奉 

納 

※
各
奉
賛
者
に
つ
い
て
は
、
八
頁
を
ご
覧
下
さ
い
。

○
「
神
饌
米
」

　
　
井
波
地
域
農
業
者
会
殿

　
奉
耕
者

　
　
寺
西
　
雅
典 

殿

※
奉
賛
金
・
銅
板
奉
納
は
随
時
受
付
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
奉
納
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
百
万
円
】

砺
波
地
区
農
業
協
同

組
合
協
議
会

【
五
十
万
円
】

笹
嶋
工
業
株
式
会
社

【
三
十
万
円
】

川
合
　
昭
至

高
輪
　
昌
法

岩
田
　
智
典

㈲
福
光
屋

【
二
十
万
円
】

小
西
　
政
寛

長
井
　
利
彬

中
嶋
　
正
昌

【
十
五
万
円
】

石
橋
　
　
勇

【
十
二
万
円
】

藤
田
　
春
枝

【
十
万
円
】

寺
西
　
友
則

玉
井
　
英
治

四
塚
　
一
成

石
岡
　
正
二

小
西
　
喜
芳

中
嶋
　
清
志

牧
印
刷
株
式
会
社

川
田
　
政
和

【
五
万
円
】

橋
場
　
武
志

岩
倉
　
一
郎

寺
西
　
清
子

寺
西
真
冴
騎

平
野
　
加
奈

と
な
み
野
吟
友
会

辻
　
　
百
華

玉
井
　
順
一

傍
田
　
敏
夫

長
谷
　
一
郎

張
田
　
　
真

豊
川
　
圭
一

赤
松
　
勝
弘

中
橋
ゆ
き
な

山
田
　
　
茂

傍
田
　
一
秀

小
西
　
孝
明

㈲
エ
ー
カ
ン
社

岩
倉
　
清
司

盤
戸
　
心
美

岩
倉
　
和
穂

長
井
　
正
彦

岩
倉
　
巧
典

三
田
　
　
誠

森
井
　
和
美

【
三
万
円
】

川
田
　
正
樹

長
澤
　
竹
夫

久
恵
　
光
夫

竹
村
　
武
夫

【
二
万
円
】

仲
村
歯
科
医
院

【
一
万
円
】

坂
本
　
真
菜

中
澤
　
　
嶺

新
田
悠
紀
雄

村
松
　
輝
智

向
井
　
清
明

大
久
保
光
夫

森
田
　
光
正

武
部
　
太
文

田
口
　
朋
佳

林
　
　
真
司

里
子
　
義
範

寺
西
　
拓
巳

島
田
鮒
弥
依

【
五
千
円
】

藤
岡
　
忠
史

長
森
　
義
博

朴
谷
　
光
男

和
田
　
邦
彦

豊
田
　
健
二

駒
井
　
照
美

ブ
ル
・
マ
ー
レ

米
納
　
和
也

本
江
　
佳
純

結
城
　
清
治

水
上
　
勝
博

河
合
　
一
郎

出
水
　
邦
夫

堀
川
　
　
淳

池
田
　
雅
彦

酒
井
　
正
一

髙
垣
　
良
照

吉
井
　
健
二

境
　
　
正
子

向
田
　
　
壮

小
山
田
圭
子

今
井
　
春
継

浅
井
　
貴
幸

近
川
　
恭
子

高
永
　
周
寛

多
谷
　
大
樹

小
泉
　
由
和

城
寳
　
貴
大

水
越
　
和
弘

銅
版
奉
納
者

（
節
分
以
降
も
随
時
ご
祈
祷
を
承
って
お
り
ま
す
）

中
井
　
正
義

　
　
真
諭
美

中
井
　
麻
衣

大
岩
　
裕
樹

細
谷
　
　
覚

本
田
　
貞
次

坂
本
　
真
菜

佐
藤
　
恵
美

澤
邊
　
　
学

高
瀬
　
憲
正

宗
像
　
　
博

高
瀬
　
信
弘

小
池
　
弘
康

山
田
　
省
子

清
水
　
和
幸

　
　
　
陽
子

金
田
　
茂
之

一
ノ
瀬
　
彰

中
澤
　
　
嶺

安
達
　
知
之

中
田
　
正
夫

吉
野
　
康
隆

山
本
美
保
子

齊
藤
　
　
文

賀
茂
別
雷
神
社
宮
司

　
田
中
安
比
古

㈲
ア
ー
ト
・

キ
ュ
ー
ビ
ッ
ク
ス

　
本
郷
　
浩
次

　
　
　
ま
ゆ
み

篠
山
　
　
徹

中
居
　
雅
美

中
川
　
真
衣

中
川
　
靖
夫

加
藤
　
祐
志

中
山
侑
唯
人

藤
井
　
　
等

白
綾
　
貴
子

米
納
　
和
也

山
崎
　
智
広

田
中
　
一
好

遠
田
　
俊
幸

藤
原
　
　
元

柴
田
　
典
光

沖
田
　
修
正

田
上
　
　
弘

乗
附
千
佳
子

永
田
由
紀
子

髙
瀬
　
浩
一

河
原
　
律
子

山
田
　
省
子

折
橋
　
　
貢

森
田
　
　
正

　
　
　
稀
美

年
代
　
　
勇

年
代
　
　
歩

年
代
　
幸
子

髙
瀬
　
定
佳

　
　
　
秀
子

河
合
　
昭
一

武
部
か
ず
え

高
畑
　
敏
朗

水
上
　
勝
博

佐
野
　
清
司

伊
東
要
吏
子

龍
神
チ
ェ
ン
ソ
ー

　
ア
ー
ト
倶
楽
部

龍
　
け
い
子

笠
島
　
康
晴

山
田
　
省
子

酒
井
　
正
一

野
本
　
講
司

彌
永
　
美
加

森
原
　
博
明

野
崎
　
喜
克

脇
本
　
健
悟

山
田
　
省
子

境
　
　
正
子

根
岸
　
文
代

根
岸
由
布
子

佐
野
　
　
渉

佐
野
　
漣
音

佐
野
　
茉
奈

谷
口
　
泰
之

広
川
　
清
志

廣
川
　
賢
一

柳
川
　
弘
和

高
市
　
宏
夫

小
川
　
和
明

都
甲
　
孝
雄

　
　
　
美
幸

三
輪
　
省
三

柴
田
　
裕
弘

今
井
　
春
継

梅
田
　
清
一

佐
伯
佐
喜
雄

清
水
　
明
美

山
田
　
省
子

小
川
紡
夢
樹

小
石
　
達
人

能
登
　
栄
智

能
登
　
明
子

中
本
　
達
也

小
泉
　
由
和

小
出
　
育
功

　
　
　
弘
子

東
　
　
正
春

山
田
　
省
子

上
野
　
玲
子

五
十
嵐
幸
恵

澤
井
　
敬
子

　
　
　
絵
吏

石
川
　
俊
夫

　
　
　
正
子
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当
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
頂
け
ま
す
。

各
種
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

社
務
所
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　
（
〇
七
六
三
）
八
二

－

〇
九
三
二

干
支（
子
）大
絵
馬
と

大
谷
美
術
学
園
の
皆
さ
ん

　
氏
　
子

　
　
岩
倉
　
和
弘 

殿

○
「
初
穂
米
」

　
氏
　
子

　
　
岩
倉
　
　
勲 

殿

　
立
山
町
半
屋

　
　
村
木
　
謙
一 

殿

〇
「
干
柿
」

　
　
天
池
　
善
三 

殿

　
　
　
　
　
和
子 

殿

〇
「
里
芋
」

　
　
河
原
　
祥
滋 

殿

○
「
菊
花
」

　
　
橋
場
　
哲
也 

殿

　
　
松
平
　
信
一 

殿

○
「
干
支
絵
」

　
小
矢
部
市
鴨
嶋

　
　
森
川
外
茂
男 

殿

御
社
殿
屋
根
修
復
（
令
和
元
年
六
月
一
日
〜
令
和
元
年
十
一
月
三
十
日
）
敬
称
略

ご
奉
賛
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
案
内

　
同
窓
会
や
里
帰
り
に
合
わ
せ
、
同

級
生
と
の
「
厄
祓
」
を
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
ご
友
人
と
お
揃

い
で
ご
祈
祷
を
お
受
け
下
さ
い
。

期

　間
　
新
年
初
祈
祷
の
受
け
付
け
は

　
　
　
　
二
月
三
日 

節
分
ま
で

　
　
　
　
午
前
九
時
か
ら

　
　
　
　
　
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

　
　
　
　
　
の
間
に
お
越
し
下
さ
い
。

祈
祷
料
　
五
千
円
よ
り

　
　
　
　
　
　
ご
志
納
願
い
ま
す
。

同
級
生
と
厄
祓

１月8・20日
２月1・13・25日
３月8・20日
４月1・13・25日
５月7・19・31日
６月12・24日

戌の日 （安産祈願）

腹帯のお祓いも行いますので
ご持参下さい。

　
祭
典
終
了
後
に
は
福
豆
・
福
飴

を
授
与
し
ま
す
の
で
、
ご
家
族
お

揃
い
で
、
是
非
ご
参
列
下
さ
い
。

節
分
祭 

〜
豆
ま
き
〜

二
月
三
日 

午
後
三
時
斎
行

　
歯
固
め
石

　
当
神
社
で
は
、
お
食
い
初
め
の
石

「
歯
固
め
石
」を
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
社
務
所
へ
お
声
が

け
下
さ
い
。

※「
歯
固
め
の
石
」と
は

　
生
後
百
日
頃
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
が
生
え
は
じ

め
る
時
期
で
す
。
お
食
い
初
め
の
行
事
で
は
、
赤

ち
ゃ
ん
に
石
の
よ

う
に
丈
夫
な
歯
が

生
え
る
事
を
願
う

「
歯
固
め
の
儀
」

を
行
い
ま
す
。
こ

の
「
歯
固
め
の

儀
」
で
使
わ
れ
る

石
の
事
を
、
「
歯

固
め
石
」
と
言
い

ま
す
。

は
　が
た
　
　
い
し

○
「
日
章
旗
」

　
氏
　
子

　
　
大
和
彌
壽
夫 

殿

〇
「
古
代
米
」

　
富
山
市
婦
中
町

　
　
松
田
　
久
男 

殿

　
　
池
田
　
栄
蔵 

殿

○
「
干
支
（
子
）
大
絵
馬
」

　
南
砺
市
山
下

　
　
南
部
　
　
榮 

殿

　
富
山
市
古
鍛
冶
町

　
大
谷
美
術
学
園

　
　
園
長
　
大
谷
　
弓
子 

殿

　
こ
ど
も
美
術
教
室
の

　
　
　
　
受
講
生
の
皆
さ
ん

○
「
大
注
連
縄
」 

七
張

　
髙
瀬
神
社
注
連
縄
奉
納
講
員

奉 

納 

※
各
奉
賛
者
に
つ
い
て
は
、
八
頁
を
ご
覧
下
さ
い
。

○
「
神
饌
米
」

　
　
井
波
地
域
農
業
者
会
殿

　
奉
耕
者

　
　
寺
西
　
雅
典 

殿

※
奉
賛
金
・
銅
板
奉
納
は
随
時
受
付
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
奉
納
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
百
万
円
】

砺
波
地
区
農
業
協
同

組
合
協
議
会

【
五
十
万
円
】

笹
嶋
工
業
株
式
会
社

【
三
十
万
円
】

川
合
　
昭
至

高
輪
　
昌
法

岩
田
　
智
典

㈲
福
光
屋

【
二
十
万
円
】

小
西
　
政
寛

長
井
　
利
彬

中
嶋
　
正
昌

【
十
五
万
円
】

石
橋
　
　
勇

【
十
二
万
円
】

藤
田
　
春
枝

【
十
万
円
】

寺
西
　
友
則

玉
井
　
英
治

四
塚
　
一
成

石
岡
　
正
二

小
西
　
喜
芳

中
嶋
　
清
志

牧
印
刷
株
式
会
社

川
田
　
政
和

【
五
万
円
】

橋
場
　
武
志

岩
倉
　
一
郎

寺
西
　
清
子

寺
西
真
冴
騎

平
野
　
加
奈

と
な
み
野
吟
友
会

辻
　
　
百
華

玉
井
　
順
一

傍
田
　
敏
夫

長
谷
　
一
郎

張
田
　
　
真

豊
川
　
圭
一

赤
松
　
勝
弘

中
橋
ゆ
き
な

山
田
　
　
茂

傍
田
　
一
秀

小
西
　
孝
明

㈲
エ
ー
カ
ン
社

岩
倉
　
清
司

盤
戸
　
心
美

岩
倉
　
和
穂

長
井
　
正
彦

岩
倉
　
巧
典

三
田
　
　
誠

森
井
　
和
美

【
三
万
円
】

川
田
　
正
樹

長
澤
　
竹
夫

久
恵
　
光
夫

竹
村
　
武
夫

【
二
万
円
】

仲
村
歯
科
医
院

【
一
万
円
】

坂
本
　
真
菜

中
澤
　
　
嶺

新
田
悠
紀
雄

村
松
　
輝
智

向
井
　
清
明

大
久
保
光
夫

森
田
　
光
正

武
部
　
太
文

田
口
　
朋
佳

林
　
　
真
司

里
子
　
義
範

寺
西
　
拓
巳

島
田
鮒
弥
依

【
五
千
円
】

藤
岡
　
忠
史

長
森
　
義
博

朴
谷
　
光
男

和
田
　
邦
彦

豊
田
　
健
二

駒
井
　
照
美

ブ
ル
・
マ
ー
レ

米
納
　
和
也

本
江
　
佳
純

結
城
　
清
治

水
上
　
勝
博

河
合
　
一
郎

出
水
　
邦
夫

堀
川
　
　
淳

池
田
　
雅
彦

酒
井
　
正
一

髙
垣
　
良
照

吉
井
　
健
二

境
　
　
正
子

向
田
　
　
壮

小
山
田
圭
子

今
井
　
春
継

浅
井
　
貴
幸

近
川
　
恭
子

高
永
　
周
寛

多
谷
　
大
樹

小
泉
　
由
和

城
寳
　
貴
大

水
越
　
和
弘

銅
版
奉
納
者

（
節
分
以
降
も
随
時
ご
祈
祷
を
承
って
お
り
ま
す
）

中
井
　
正
義

　
　
真
諭
美

中
井
　
麻
衣

大
岩
　
裕
樹

細
谷
　
　
覚

本
田
　
貞
次

坂
本
　
真
菜

佐
藤
　
恵
美

澤
邊
　
　
学

高
瀬
　
憲
正

宗
像
　
　
博

高
瀬
　
信
弘

小
池
　
弘
康

山
田
　
省
子

清
水
　
和
幸

　
　
　
陽
子

金
田
　
茂
之

一
ノ
瀬
　
彰

中
澤
　
　
嶺

安
達
　
知
之

中
田
　
正
夫

吉
野
　
康
隆

山
本
美
保
子

齊
藤
　
　
文

賀
茂
別
雷
神
社
宮
司

　
田
中
安
比
古

㈲
ア
ー
ト
・

キ
ュ
ー
ビ
ッ
ク
ス

　
本
郷
　
浩
次

　
　
　
ま
ゆ
み

篠
山
　
　
徹

中
居
　
雅
美

中
川
　
真
衣

中
川
　
靖
夫

加
藤
　
祐
志

中
山
侑
唯
人

藤
井
　
　
等

白
綾
　
貴
子

米
納
　
和
也

山
崎
　
智
広

田
中
　
一
好

遠
田
　
俊
幸

藤
原
　
　
元

柴
田
　
典
光

沖
田
　
修
正

田
上
　
　
弘

乗
附
千
佳
子

永
田
由
紀
子

髙
瀬
　
浩
一

河
原
　
律
子

山
田
　
省
子

折
橋
　
　
貢

森
田
　
　
正

　
　
　
稀
美

年
代
　
　
勇

年
代
　
　
歩

年
代
　
幸
子

髙
瀬
　
定
佳

　
　
　
秀
子

河
合
　
昭
一

武
部
か
ず
え

高
畑
　
敏
朗

水
上
　
勝
博

佐
野
　
清
司

伊
東
要
吏
子

龍
神
チ
ェ
ン
ソ
ー

　
ア
ー
ト
倶
楽
部

龍
　
け
い
子

笠
島
　
康
晴

山
田
　
省
子

酒
井
　
正
一

野
本
　
講
司

彌
永
　
美
加

森
原
　
博
明

野
崎
　
喜
克

脇
本
　
健
悟

山
田
　
省
子

境
　
　
正
子

根
岸
　
文
代

根
岸
由
布
子

佐
野
　
　
渉

佐
野
　
漣
音

佐
野
　
茉
奈

谷
口
　
泰
之

広
川
　
清
志

廣
川
　
賢
一

柳
川
　
弘
和

高
市
　
宏
夫

小
川
　
和
明

都
甲
　
孝
雄

　
　
　
美
幸

三
輪
　
省
三

柴
田
　
裕
弘

今
井
　
春
継

梅
田
　
清
一

佐
伯
佐
喜
雄

清
水
　
明
美

山
田
　
省
子

小
川
紡
夢
樹

小
石
　
達
人

能
登
　
栄
智

能
登
　
明
子

中
本
　
達
也

小
泉
　
由
和

小
出
　
育
功

　
　
　
弘
子

東
　
　
正
春

山
田
　
省
子

上
野
　
玲
子

五
十
嵐
幸
恵

澤
井
　
敬
子

　
　
　
絵
吏

石
川
　
俊
夫

　
　
　
正
子
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高瀬神社 検索

結びの杜の神前式

一日一組のプライベート空間
◇◇  新参集殿  ◇◇

すべては一組の新たな夫婦の幸福のために

日常の喧噪を隔てる境内で、参進の儀にはじまり
社殿に響き渡る雅楽の調べのなか、厳かな神前式が叶う
大国様の「結び」の御神徳により、両家の絆も強く結ばれる

只今ご予約受付中


